
漢
文
教
材
の
変
遷
と
教
科
書
調
査

i
i
i
検
定
制
度
初
期
の
教
科
書
を
中
心
に
i

i

は
じ
め
に

明
治
・
大
正
期
の
漢
文
教
科
書
を
眺
め
渡
す
と
、
数
年
ご
と
に
変

わ
る
主
要
な
教
材
の
傾
向
が
下
必
ず
し
も
文
部
省
の
定
め
た
教
射
や

指
導
要
綱
の
改
正
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
る
。
小
論
は
、
採
録
を
決
定
す
る
要
砲
の
一
っ
と
考
え
ら

れ
る
ち
文
部
省
に
よ
る
教
科
欝
調
査
と
教
材
の
変
遷
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
解
明
す
る
作
業
の
一
環
と
し
て
、
検
定
制
度
初
期
の
教
科
書

を
も
と
に
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

明
治
五
年
「
学
制
」
公
布
後
、
教
科
書
の
発
行
や
採
択
は
自
由
発

行
制
'
自
由
採
択
制
を
取
っ
て
い
た
が
も
自
由
民
権
運
動
へ
の
対
策

や
、
教
科
警
の
一
憶
を
高
め
る
た
め
に
文
部
省
は
干
渉
を
始
め
、
明
治

十
四
年
の
開
申
(
崩
出
)
制
、
十
六
年
の
認
可
制
と
教
科
書
制
度
の

整
備
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
十
二
一
年
か
ら
十
八
年
ま
で
は
、
文
部
省

が
各
府
県
の
教
別
に
教
科
蓄
の
内
容
が
適
し
て
い
る
か
一
台
か
に
つ
い

木

村

淳

て
議
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
明
抑
制
査
済
教
科
用
図
書
表
』

校
用
、
中
学
校
・
師
範
学
校
用
)
と
し
て
通
告
し
、
教
科
欝
の
内
容

に
統
制
を
加
え
た
の
戸
調
査
清
教
科
用
図
書
表
h

に
よ
る
教
科
議
鵠

査
を
さ
ら
に
発
援
さ
せ
て
、
明
治
十
九
年
に
は
検
定
制
疫
が
始
ま
っ

た
。
申
請
の
あ
っ
た
教
科
欝
を
誤
査
し
、
そ
の
結
果
誌
司
検
定
法
教

小
学
校
、
中
学
校
、
師
範
学
校
、

一た
c

小
学
校
教
科
書
は
明
治
一
一

(76): 

の
な
か
で
、
と
り
わ

等
に
つ
い



治
二
十
年
代
の
漢
文
教
科
書
の
修
正
意
見
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
を

(4) 

行
っ
た
。
小
論
は
そ
の
続
き
と
し
て
、
明
治
十
年
代
発
行
の
教
科
課

に
貼
ら
れ
た
付
議
の
内
容
に
つ
い
て
紋
脱
却
を
試
み
る
の
事
例
の
列
挙

に
や
や
傾
く
が
、
当
時
の
教
材
や
付
審
自
体
、
お
に
す
る
機
会
も
少

な
い
た
め
、
で
き
る
限
り
紹
介
す
る
こ
と
に
も
努
め
た
。

調
査
対
象
の
教
科
書
と
修
正
状
況

明
治
十
年
代
は
前
述
の
よ
う
な
教
科
書
制
度
の
整
備
と
と
も
に
、

教
科
の
編
成
が
行
わ
れ
、
お
そ
ら
く
は
道
徳
教
育
の
一
環
と
し
て
、

漢
文
が
学
習
内
容
や
教
科
と
し
て
教
育
課
程
に
現
れ
た
。
小
学
校
で

は
明
治
十
四
年
の
「
小
学
校
教
出
綱
領
」
か
ら
十
九
年
の
「
小
学
校

ノ
学
科
及
其
程
度
」
公
布
前
ま
で
、
漢
文
の
学
習
が
行
わ
れ
て
い
た
。

中
学
校
で
は
明
治
十
四
年
の
「
中
学
校
教
期
大
綱
」
に
「
和
漢
文
」

、
が
、
師
範
学
校
で
は
十
九
年
の
「
尋
常
部
範
学
校
ノ
学
科
及
拝
、
程

度
」
に
「
漢
文
」
が
そ
れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
た
。
中
・
師
範
学
校
で
は

そ
れ
以
前
も
漢
文
を
学
習
し
て
い
た
が
、
教
科
名
と
し
て
十
年
代
に

「
漢
文
」
の
文
字
、
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
明
治
十
年
代
に
編
ま
れ
た

教
科
書
は
、
小
・
中
・
師
範
学
校
の
厳
密
な
区
別
は
な
く
、
い
ず
れ

の
学
校
で
も
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
も
多
い
。
明
治
十
九
年

以
降
は
小
学
校
で
は
漢
文
の
原
文
の
学
審
、
が
な
く
な
り
、
一
部
の
教

科
書
は
そ
の
ま
ま
中
学
校
用
と
し
て
検
定
を
通
過
し
て
い
た
。

日
比
比
橋
・
坂
田
。

人
範
b

上
中
下
巻
、
松
村
九
兵
一
衛
)

日
辻
犠
・
泊
中
。
東
欝
文
賭
に
は
金
融

あ
る
の
は
巻
中
・
下
の
み

9

5
一
朝
古
今
名
家
小
体
文
範
h

上
中
下
巻
?

九
年
四
月
十
七
日
版
権
免
許
。
強
当
日
辻

東
議
文
庫
に
は
付
議
の
あ
る
巻
上
の
み
所
蔵
ι

一
…
編
纂
・
三
島
毅
訂
正
問
小
学
中
学
問
読
-
本
h

濃
文

社
、
明
治
十
九
年
九
月
改
題
櫛
緒
。
担
当
日
磯
野
・

問
中
‘
会
改
題
蔀
の
初
版
は
『
小
学
中
等
科
読
本
』
諜
文
一
一
一

巻
、
山
口
次
郎
、
明
治
十
七
年
十
一
月
(
巻
一
一
一
は
未
見
)
。
(

こ
れ
ら
科
書
の
鱗
査
を
担
当
し
た
人
物
除
、
先
行
研
究
で
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
付
議
江
持
さ
れ
た
「
辻
橋
」
「
坂

と
い
う
朱
印
か
ら
、
辻
橋
秀
誰
・
坂
記
録

…
部
が
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〈

B
〉明

治
十
八
年
九
月
。

問、

〈

C
〉

(1，7) 

出」議
・



上
記
の
四
種
の
訂
正
版
は
次
の
通
り
。
す
べ
て
担
当
者
は
不
明
。

(6) 

検
定
の
臼
付
は
前
述
の
『
検
定
済
教
科
用
図
書
表
』
に
よ
る
。

〈
A
訂
〉
石
川
鴻
斎
編
『
続
日
本
文
章
軌
範
』
七
巻
三
冊
、
稲
田
佐
吉
、

明
治
ニ
十
一
年
十
一
月
訂
正
、
同
年
十
一
月
二
十

S
検
定
済
。

〈
B
訂
〉
馬
場
健
編
『
本
朝
名
家
文
範
』
上
中
一
ト
巻
、
松
村
九
兵
衛
、

明
治
二
十
年
八
月
一
一
一
戸
訂
正
御
顔
、
同
年
八
月
二
十
日
検
定
済
。

東
誓
文
庫
蔵
の
も
の
に
は
、
巻
上
の
み
三
館
所
付
護
あ
り
。

〈
C
訂
〉
渡
辺
顔
也
一
縦
一
許
明
白
一
比
朝
古
今
名
家
小
体
文
範
』
上
中
下
巻
、

岸
本
栄
七
、
明
治
二
十
一
年
四
月
十
五
日
訂
正
再
版
、
同
年
六
月

二
日
検
定
済
。
巻
上
の
み
問
何
年
五
月
十
一
一
一
日
発
行
の
訂
正
三
版
を

用
い
た
の
確
認
で
き
た
限
り
で
は
、
初
版
か
ら
一
一
…
版
ま
で
教
材
の

興
問
は
晃
ら
れ
な
い
。

〈p
w
U
〉
笠
間
益
三
一
編
纂
・
三
島
毅
訂
正
司
中
学
用
読
本
h

漢
文
一
一
一
巻

文
学
社
、
明
治
二
十
年
六
月
十
六
日
改
題
再
版
、
間
年
六
月
二
十

五
日
検
定
済
(
巻
一
了
一
一
一
は
未
見
)
。

修
正
窓
兇
の
ω

記
さ
れ
た
付
護
は
、
問
題
の
館
所
と
間
じ
了
の
上
部

ま
た
は
下
部
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
呉
体
的
な
意
見
が
警
か
れ
て
い
る

も
の
と
、
単
に
朱
の
点
の
み
の
も
の
と
が
あ
り
、
前
者
に
は
担
九
者

の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
付
寝
に
加
え
て
教
科
書
に

朱
の
傍
点
を
絡
し
、
問
題
館
所
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
付
婆

が
な
く
朱
の
接
点
等
が
あ
る
簡
所
は
、
鯵
正
意
見
合
}
取
り
や
め
て
付

護
を
は
が
し
た
た
め
に
、
鍔
点
等
が
残
っ
た
も
の
と
考
え

h

ら
れ
る
。

修
正
意
見
を
、
上
部
に
鮎
ら
れ
た
付
護
、
下
部
に
賠
ら
れ
た
付
護
、

付
筆
、
が
な
く
本
文
に
朱
の
務
点
の
み
の
も
の
と
い
う
一
一
一
種
ζ
ノ
分
け
て
、

位
向
一
鑑
別
に
修
正
意
見
の
総
数
と
、
修
正
さ
れ
た
数
と
を
整
理
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
c

初
め
の
数
字
が
総
数
、
次
の
(
)
内
の
数
字

が
修
正
さ
れ
た
数
で
あ
る
。

〈
A
V
一

一

一

冊

目

万

〈
B
〉

巻

中

・

下

二

め

〈
C
〉

巻

上

“

お

〈

D
〉

H
9

れ
て
い
な
い
。

'
P
J
目

J

、

少
/
中
/
I
L

(
的
)
下

H
2
(
O
)
な
し
日
刊
/

(
部
)
下
“
お

(
0
)
悲
し
…
M
M

(
沼
)
下

H

・

4
(
o
v

な
し
日
目

(9)
下
一
7
(
0
)
な
し
日

7

ほ
う
が
強
制
力
を
持
っ
て
い
た
土

漢
文
の
教
科
書
も
開
様
に
、
上
部
の
付

て
い
る
が
、
下
部
の
付
護
は
全
く
移
立
さ

つ

文
字
と
読
点
に
関
す
る
修
正
意
見

に

欝

す

る

も

〈

A

〉

に

捕
で
あ
る
舎
大
き
く
分
け
て
、



部
へ
の
修
正
、
意
味
土
か
ら
の
修
正
と
い
う
三
種
の
指
示
内
脊
が
あ

る
。
戦
'
純
な
誤
字
の
例
は
省
く
が
、
字
体
に
つ
い
て
は
、
州
問
え
ば
、

〈
C
〉
上
の
一
二
十
一
一
一
了
喪
に
は
、
「
露
」
(
一
一
儀
所
)
、
「
鍛
」
に
朱
の

傍
点
、
が
あ
り
、
上
部
に
朱
点
の
み
で
「
坂
田
」
印
の
あ
る
付
築
、
が
貼

ら
れ
て
い
る
(
教
材
は
、
野
田
逸
「
江
南
竹
枝
序
」
。
月
性
…
繍
明
今

世
名
家
文
紗
』
巻
七
所
収
)
。
こ
れ
ら
は
〈
C
訂
〉
で
は
そ
れ
ぞ
れ

「
緩
」
「
般
」
に
修
正
さ
れ
た
。
該
審
は
他
に
も
「
段
」
を
「
山
内
」
に

鯵
立
す
る
よ
う
指
示
、
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
般
的
な
字
体
に
改

め
る
修
正
意
見
は
少
な
く
な
い

Q

た
だ
し
〈
A
〉
の
「
限
」
字
は
、

朱
の
傍
点
の
み
の
た
め
に
未
修
正
の
ま
ま
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
向
じ

文
字
で
も
、
修
正
意
見
の
形
態
に
よ
っ
て
修
正
状
況
が
異
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

意
味
上
か
ら
の
文
字
の
修
正
に
つ
い
て
は
、
付
議
の
意
見
を
い
く

つ
か
毘
て
い
き
た
い
の
以
下
、
付
護
を
引
用
す
る
際
に
は
、
コ
メ
ン

ト
の
後
に
担
当
者
の
朱
印
が
あ
れ
ば
(
)
で
示
し
、
そ
の
後
に
教

科
書
の
番
号
と
巻
数
・
了
数
・
付
一
議
の
佼
置
を
記
し
た
。
基
本
的
に

は
鹿
市
の
嬰
で
審
か
れ
て
い
る
が
、
異
な
る
色
、
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の

色
を
示
し
た
。
教
材
の
引
用
一
花
の
宵
〈
数
は
、
付
議
で
記
し
た
一
員
数
と

葉
被
す
る
場
合
は
省
略
し
た
。
な
お
、
間
引
用
文
は
す
べ
て
常
用
漢
字

に
改
め
、
制
問
点
は
省
略
し
、
句
読
点
は
現
代
の
治
法
に
よ
っ
た
。

①
佐
藤
一
斎
「
題
譲
欝
議
集
図
」
(
明
愛
日
楼
文
b

巻
二
守
教
材
名

の
後
に
出
典
や
巽
な
る
タ
イ
ト
ん
等
を
示
す
。
以
下
関
じ
)
は

J
「在

次
公
之
側
、
騒
然
端
品
川
、
腰
刀
手
筆
、
熱
調
子
和
、
ノ
市
藤
護
者
ブ
太

宰
続
徳
夫
」
と
い
う
二
郎
の
「
疑
然
い
に
朱
の
鋳
点
が
あ
り
、
付
一
議

で
は
「
疑
然
ハ
愛
日
楼
文
ニ
モ
カ
ク
ア
レ
ト
モ
熟
考
ス
ル
ニ
畿
然
ニ

作
ラ
ザ
レ
パ
端
金
/
形
容
ニ
ナ
ラ
ズ
(
以
上
慰
問
〕
推
問
ス
ヘ
シ

〔
以
上
朱
)
(
辻
橋
・
登
作
印
ご
と
あ
る
(
〈
B
V
下
・
三
十
六
纂
・
念

上
)
。
訂
正
版
で
は
付
選
の
指
示
通
り
に
「
凝
然
」
に
変
更
さ
れ
た

(
〈
ち
訂
〉
下
・
三
十
六
藻
)
。
ニ
れ
は
妥
当
な
意
見
で
あ
ろ
う
。
ク

@
明
宋
史
陶
芸
ノ
穀
冠
二
子
」
(
劉
京
周
明
人
譜
類
記
』
巻
上
、
/
記

響
額
事
)
の
「
穀
日
、
正
欲
令
児
欝
冠
帯
見
先
入
於
地
下
耳
、
乳
製
、

令
人
尽
殺
廿
件
、
家
、
部
自
殺
い
と
い
う
箆
所
に
は
、
之
官
人
民
殺
其
家

ト
ハ
不
穏
家
ヲ
殺
ス
ト
ハ
意
義
ヲ
ナ
サ
ズ
(
辻
橋
印
ご
と
い
う

意
向
ん
が
付
け
ら
れ
た
(
〈
D
〉
一
・
七
襲
・
上
)
。
家
族
を
全
員
殺
す

と
い
う
内
容
が
適
切
で
は
な
い
と
い
う
意
見
に
加
え
、
「
家
ヲ
殺
ズ
い

で
は
意
味
が
通
じ
な
い
と
す
る
。
訂
ま
版
で
は
、
「
人
」
の
二
ナ
か

追
加
し
て
「
令
人
間
以
殺
其
家
人
」
と
改
め
ら
れ
た
会
D
訂
γ
一〆宅

り~)

百
銭

(
明
器
史
絡
』
三
篇
巻
一
、
中
傷
問
う

初
赤
黄
、
議
中
止
青
銭
一
一
一
首
米
一
一
一
斗
滞

に
、
「
麓
中
ノ
字
野
史
-
ニ
ヨ
リ
タ
ル
ナ
ラ
ノ
ン
ガ
三

ヲ
容
は
庁
、
二
一
適
セ
ズ
(
辻
橋
印
ご
と
い
う
移
正
憲



見
が
付
け
ら
れ
た
(
〈
C
〉

ゅ

下

)

。

「

箆

」

で

は

文

脈

に

合
わ
な
い
と
す
る
が
、
出
典
の
『
国
史
略
』
も
、
『
先
折
口
叢
談
』
(
巻

二
、
一
一
一
一
口
語
)
、
司
近
世
叢
語
』
(
前
集
巻
五
)
、
明
野
史
』
(
巻
二
九
九
、

儒
林
列
倍
、
新
井
君
美
)
等
で
も
す
べ
て
「
箆
中
」
に
作
り
、
不
自

然
さ
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
は
未
修
正
で
あ
っ
た
。

④
『
史
記
』
「
相
知
後
私
儲
」
(
李
激

S
探
求
』
擦
顔
負
荊
)
で
は
、

「
即
断
賎
之
入
、
不
知
将
軍
寛
之
主
此
」
と
い
う
箆
所
に
つ
い
て
、
「
相

如
ヲ
指
シ
テ
将
軍
ト
云
フ
ハ
如
何
(
磯
野
印
ご
と
あ
る
(
〈
D
〉
三
'

十
表
'
下
)
。
こ
の
下
に
重
ね
て
鮎
ら
れ
て
い
る
付
婆
に
は
、
「
史
記

ニ
モ
将
軍
ノ
寛
一
百
五
ト
コ
ノ
本
文
ノ
通
リ
ニ
ア
ワ
(
辻
橋
町
ご
と

あ
る
(
関
川
上
て
こ
の
指
摘
の
よ
う
に
、
高
捗
、
の
出
典
で
あ
る
『
蒙

求
』
も
、
句
史
記
h

の
「
廉
麟
鶴
棉
如
列
伝
」
に
お
い
て
も
「
将
軍
」

に
作
る
。
下
部
の
付
護
で
あ
る
た
め
に
未
修
正
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

9

⑤
明
大
東
世
一
池
宮
「
心
不
情
不
(
臓
部
南
郭

E
八
東
没
語
』
徳

行
)
は
教
材
の
全
文
を
引
く
。

平
治
之
乱
、

生
獲
源
義
朝
之
子
頼
朝
、
偶
其
年
少
、

乃
令
一
知
事
池
尼
泣
市
議
之
、

及
後
頼
朝
為
将
箪
、

欲
与
俣
。

前
線
、
間
不
敢
辞
、
似
此
児
認
、
料
為
報
出
耳
、

亡
、
京
消
錐
嬬
、
若
挟
mm
態
、
部
東
遊
受
栄
、

鎌
倉
公
子
。
不
赴
、
遊
去
西
川
川
。

宗
一
議
誌
、
以
前
助
け
た
諒
頼
額
か
ら
鎌
倉
に
招
か
れ
る
、
が
ノ
辞
退

を
す
る
。
な
ぜ
な
ら
平
家
が
揖
落
し
て
い
る
詩
に
鎌
倉
公
邸
ち
く
頼
朝

に
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
穆
正
意
見
江
は

「
晃
鎌
倉
間
公
乎
ハ
晃
西
海
諸
公
子
ト
セ
ザ
レ
パ
意
義
ヲ
ナ
サ
ズ
護

大
東
世
語
モ
コ
ノ
本
文
ノ
通
リ
ナ
リ
(
辻
犠
陪
ご
と
あ
る
υ

(

〈
D
〉

三
・
三
十
五
裏
・
下
)
。
つ
ま
り
、
頼
朝
に
会
う
の
で
は
な
く
て
、

υ

「
西
海
諸
公
」
即
ち
務
海
に
滅
ん
だ
平
家
一
門
に
対
し
て
ト
顔
向
け
が

で
き
な
い
…
沼
う
が
意
味
が
通
る
と
い
う
意
向
凡
が
付
け
ら
れ
た
。

v

あ
り
、
お
そ
ら
く
は
宋
移
正
で
あ
ろ
う
。

二
率
一
朝
方
今
名
家
小
体
ノ
文
範
h

(80) 
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メ'

ハ
知
情
ナ
ル
コ
ト
ニ
ヤ

ニ
於
テ
モ
シ
ラ
ズ

・下)。



希
文
撤
席
)
の
全
文
は
次
の
通
り
つ

沼
文
正
公
守
部
州
、
暇
日
愛
機
設
酒
、
忽
見
表
経
数
人
営
環
喪

街
中
。
誠
之
、
乃
寄
問
士
人
卒
、
核
榔
皆
米
兵
。
公
慨
然
、
撤
燕

席
給
之
、
客
感
嘆
有
泣
下
者
。

最
後
の
「
詑
下
」
に
は
「
泣
タ
下
ル
」
と
送
り
仮
名
が
施
さ
れ
て

お
り
、
「
山
肌
タ
下
ル
ト
ハ
如
何
」
と
い
う
意
見
が
付
け
ら
れ
た
(
〈
D
〉

一
・
十
九
表
・
上
)
。
「
校
タ
」
で
「
な
み
だ
」
と
読
ま
せ
よ
う
と
し

た
送
り
仮
名
が
問
題
祝
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
仮
名
を
よ
り
正
し
く
鯵

正
す
べ
き
で
あ
る
が
、
意
見
の
付
い
た
最
後
の
「
客
感
嘆
有
泣
下

者
」
を
削
除
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
(
〈

P
訂
〉
一
・
十
九
表
て

こ
の
館
所
も
②
と
向
様
に
、
担
当
者
の
見
解
に
よ
っ
て
出
典
の
原
文

が
改
め
ら
れ
た
例
で
あ
る
。

訓
読
の
仕
方
は
解
釈
に
も
関
わ
る
た
め
、
完
全
な
誤
り
だ
と
断
定

で
き
な
い
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
誤
字
の
部
類
に
相
当
す

る
箇
所
さ
え
も
菌
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
返
り
点
を
左
艇
で
は

な
く
右
側
に
打
つ
で
あ
る
箆
所
も
そ
の
ま
ま
で
あ
る
(
〈
B
〉
中
、

三
十
一
表
等
)
。
特
に
多
い
の
が
一
二
点
で
、
本
来
コ
ご
と
す
べ

き
所
が
「
一
」
に
な
っ
て
お
り
、
「
ご
が
二
つ
並
ん
で
い
る
笥
所

が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
は
朱
の
稼
点
で
詮
意
、
が
促
さ
れ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
ほ
ぼ
未
修
正
で
あ
る
。
比
較
が
可
能
な
教
科
書
で
は
、

二
箆
所
の
み
修
正
さ
れ
て
い
る
が
(
〈
B
〉
中
・
思
表
、
〈
B
〉
下
・

は
が
さ
れ
た
形
跡
も
な
く
、

い
β

た
だ
一
一
一
一
問
え
る
の
は
、
紛
ら

べ
き
か
ど
う
か
は
、
す
べ
て
担
当
者
の
判

掛
に
か
か
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

工l
m

問
纂
)
、
こ
こ
は
付
塞
も
怠
く
、

の

で
も
、教

材
の
内
容
へ
の
修
正
意
見

続
い
て
、
教
材
の
内
容
に
関
す
る
修
正
意
見
を
、
内
容
別
に
項
肉
料

分
け
て
整
理
し
て
い
き
た
い
。

(
二
教
育
上
不
適
切
な
内
容
を
含
む
教
材

③
藤
森
弘
庵
「
山
針
公
詩
紗
序
」
(
明
如
不
及
斎
文
紗
h

巻
中
)
は
、

文
中
に
引
か
れ
た
山
静
公
(
小
野
湖
山
)
の
詩
「
自
一
端
」
「
男
児
恋
御

殿
是
功
名
、
一
辞
紅
被
告
有
情
、
我
愛
楊
州
一
狂
校
牧
、
義
評
風
月
議
問

談
兵
」
に
対
し
て
、
ご
静
紅
摺
云
云
ノ
句
嵐
教
エ
窓
口
ア
リ
J

(

辻
矯
i

登
作
印
)
」
、
「
一
群
紅
檎
」
と
の
意
見
が
付
け
ら
れ
爪
い
ず
れ
も

〈
B
〉
中
・
九
裏
・
下
て
さ
ら
に
、
本
文
「
一
酔
紅
摺
患
者
矯
」
/
に
ノ

朱
の
傍
点
が
あ
る
。
中
学
生
、
が
学
ぶ
一
一
一
一
口
葉
と
し
て
は
不
適
切
で
あ
る

と
い
う
見
解
で
あ
る
。

③
明
感
明
書
』
「
穣
填
検
素
」
(
張
瑞
密
司
日
記
故
事
大
全
h

p

倹
約
類
、

不
営
資
産
)
は
一
、
需
題
と
な
っ
た
前
半
部
分
を
引
く
。

麗
碍
綿
織
依
縮
問
、
玄
宗
輯
為
格
。
議
謹
倹
素
、
不
営
資
産
、
所
得
捧

賜
、
鑓
数
続
出
。
妻
子
不
免
畿
寒
、
一
駒
田
拘
不
蔽
風
雨
。
(
後
略
γ



こ
の
教
材
に
は
「
妻
子
不
免
緩
寒
ハ
一
大
可
愛
一
的
ナ
リ
シ
カ
ル

ニ
所
得
俸
賜
槌
親
泊
ト
ハ
本
来
緩
急
ヲ
知
ラ
サ
ル
ノ
所
為
ナ
リ
(
辻

橋
印
)
」
と
い
う
意
向
ん
が
付
け
ら
れ
、
同
じ
付
第
一
に
朱
の

0
・
黒
の

ム
が
あ
る
(
〈
D
〉
一
・
二
十
四
表
，
上
)
。
客
や
親
戚
に
施
し
を
与

え
、
資
産
を
蓄
え
な
い
藤
懐
慎
は
、
『
出
記
故
事
』
で
は
手
本
と
す

べ
き
人
物
で
あ
る
が
、
調
査
の
担
当
者
に
は
妻
や
子
を
顧
み
ず
、
優

先
版
位
を
間
間
違
え
た
行
為
と
見
な
さ
れ
た
。

⑪
司
薦
議
問
』
「
一
揚
効
不
抗
」
(
胡
例
文
『
純
正
蒙
求
h

処
郷
隣
賓
客
、

揚
扮
任
侵
)
の
全
文
は
次
の
通
り
。

後
庸
楊
粉
、
以
工
部
尚
書
致
仕
婦
長
安
、
出
思
多
為
鱗
盟
所
侵

占
。
子
弟
欲
訴
一
ナ
府
、
以
状
臼
効
。
紛
不
許
日
、
須
恵
来
有
時
、

何
争
之
有
。

潟
守
中
に
土
地
を
占
拠
し
た
隣
人
を
訴
え
よ
う
と
し
た
子
弟
を
楊

紛
が
止
め
さ
せ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
付
護
に
は
「
人
ニ
侵
占
セ

ラ
ル
ル
モ
黙
シ
テ
一
広
ハ
ザ
ル
ハ
男
児
ノ
ナ
ス
ベ
キ
コ
ト
ニ
ア
ラ
サ
ル

ナ
リ
(
磯
野
・
登
作
・
辻
橋
印
ご
と
あ
る
(
〈
D
〉
一
一
了
二
十
五
裏
・

一
ト
)
。
争
い
を
好
ま
ず
に
諮
る
点
が
美
認
と
さ
れ
た
故
事
で
あ
っ
た

が
、
調
査
の
担
当
者
に
は
男
児
の
手
本
と
な
る
べ
き
逸
話
で
誌
な
い

と
見
な
さ
れ
た
。
な
お
、
教
材
の
タ
イ
ト
ル
の
「
揚
」
と
本
文
中
の

「
楊
」
の
不
統
一
に
コ
メ
ン
ト
は
な
い
っ

(
三
一
)
外
倒
の
侮
蔑
的
呼
称
を
含
む
教
材

②
藤
田
東
湖
「
新
選
年
表
序
」
(
明
東
湖
遺
一
議
h

巻
二
V

夷
云
云
ノ
一
諮
問
東
瀬
氏
ニ
シ
テ
之
ヲ
発
ス
ん
ハ
敢
テ
答
無
ラ
ザ
ル
モ
今

日
ニ
於
テ
是
等
ノ
文
ヲ
語
読
セ
シ
ム
ル
ハ
不
器
(
辻
矯
部
ご
と
意

見
が
付
き
(
ハ
B
〉
中
・
八
表
・
下
て
さ
ら
に
、
本
文
「
洋
夷
M

の

箆
所
に
朱
の
傍
点
が
あ
る
(
八
表
・
裏
二
箇
所
)
。

⑫
川
川
北
議
出
「
送
松
本
実
甫
序
い
(
『
額
出
文
と
に
は
、
「
外
夷
ノ

語
穏
ナ
ラ
ザ
ル
モ
英
ノ
何
所
ト
指
名
シ
タ
ル
ニ
非
レ
パ
務
軽
キ
ニ
似

タ
リ
(
辻
矯
印
ご
と
意
見
が
付
き
(
〈
B
〉
中
・
十
六
表
舞
下
)
、

さ
ら
に
、
本
文
「
外
に
朱
の
傍
点
が
あ
る
。

。
徳
川
斉
mm
「
ト
し

人

ス

ル

コ

こ
の

の
付
護
に
は
x

(
辻
矯
印
ご
と
あ
り
(
〈
n
p
〉

}
に
朱
の
梼
点
が
あ
る
の

す
べ
て
、
作
品
の
内
容
よ
り
も
文
中
の

っ
た
。
竹
田
進
吾
氏
は
、

は

、

な

ど

の

「

欧

米
と
指

(82) 

や

こ
と
も
授
野
に



四
十
二
設
)
、
担
当
者
に
よ
っ
て
は
問
題
授
し
て
い

う
に
(
巻

な
か
っ
た
。

(
三
)
事
実
誤
認
の
舘
所
を
含
む
教
材

⑬
『
史
記
』
「
磯
信
報
恩
」
(
張
瑞
間

金
婚
諜
母
)
の
全
文
一
は
次
の
通
り
。

韓
借
家
貧
、
釣
子
城
下
。
有
諜
母
、
見
信
飢
、
飯
傍
。
信
謝
之

山
川
、
吾
必
有
以
霊
報
母
。
母
臼
、
一
札
口
哀
王
孫
市
選
食
、
山
一
段
翠
報

乎
。
後
信
輔
撲
滅
泰
、
為
楚
玉
、
召
襟
母
、
贈
以
千
金
。

最
後
の
「
械
漢
減
秦
」
に
つ
い
て
「
滅
秦
ハ
傾
楚
ノ
誤
ナ
ラ
ン

緯
…
…
何
回
ガ
漢
ニ
付
キ
シ
ハ
泰
ノ
己
ニ
亡
ブ
ル
ノ
後
楚
ヲ
去
リ
テ
漢
ニ
付

キ
シ
ナ
リ
(
辻
矯
印
ご
と
意
見
が
付
け
ら
れ
た
(
〈
D
〉
二
・
十
七

表

-
K
)
。
付
議
の
通
り
で
は
あ
る
が
、
一
編
者
は
原
文
に
従
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
上
部
の
付
護
で
あ
る
た
め
、
訂
正
さ
れ
た
可
能
性
、
が
高

J
わ
Y

⑬
明
扶
桑
蒙
求
』
「
正
行
採
療
敵
卒
」
(
岸
関
胤
一
筒
『
扶
桑
蒙
求
h

巻

中
、
正
行
療
癒
)
は
、
問
題
と
な
っ
た
前
半
だ
け
引
用
す
る
。

嬬
帯
刀
正
行
者
、
正
成
之
長
男
、
年
二
十
五
市
率
筆
、
与
細
川

顕
氏
山
名
将
氏
大
齢
、
不
利
市
退
。
(
後
略
)

こ
の
教
材
に
は
「
不
利
市
退
ト
ハ
事
実
相
違
顕
氏
時
氏
敗
走
シ

足
利
方
皆
篤
キ
タ
ル
ナ
リ
議
扶
桑
蒙
求
ガ
誤
レ
ル
ニ
ヨ
ル
(
辻
橋

印
)
」
と
い
う
意
見
が
付
い
た
(
〈
D
〉
一
一
一
・
一
一
一
表
・
下
)
。
住

徳
報
類
、

正
行
は
絹
川
開
朗
氏
と
援
撃
に
来
ノ
た

「
不
利
市
退
」
は
顕
氏
の
方
で
あ
る
が
、

た
っ
下
部
の
付
議
で
あ
り
、
来
修
正

仰
の
震
や
そ
の
他
の
問
題
を
含
む
教
材

ん
ヂ
「
例
経
伝
」
(
司
欝
故
寄
余
b

巻
乾
)
は
、
夫
が
精
神
み

た
し
、
暴
力
を
振
る
う
よ
う
に
な
っ
て
も
、
ノ
ひ
た
す
ら

よ
う
と
す
る
関
経
の
姿
が
掛
か
れ
る
。
間
類
の
逸
話
を

せ
、
散
の
臣
下
と
い
う
も
の
は
よ
く
阿
経
を
見
習
っ
げ
て

る
べ
き
だ
と
説
く
。
こ
の
教
材
に
は
、
「
本
伝
文
章
観

(
辻
構
陪
ご
と
あ
り
(
〈
B
〉
下
・
五
表

i

，
ヱ
ー
タ
鈎

イ
ト
ル
の
上
に
も
朱
点
が
あ
る
。
こ
め
教
材
は
制
削
除
さ
れ
て
い
設
い
。

⑫
『
問
問
史
』
「
陳
述
忠
烈
」
(
劉
宗
田
川
明
入
議
類
記
h

ル
ニ

明
戒
強
継
続
、
練
迫
不
顔
、
与
子
丹
山
‘
間
刷
出
、
関
門
磯
於
市
。

上
命
銭
其
肉
、
塞
通
口
、
盟
関
卿
肉
、
気
味
何
知
一
対
日
、
市

箆
孝
子
肉
、
山
一
庇
護
襲
、
陸
嘗
拝
、
美
、
入
閣
其
香
、
鍛
下
山
一
息
不
欝
シ

子
a

こ
の
教
材
に
詰
「
余
り
残
忍
ナ
ル
話
ナ
リ
(
辻
播
j

磯
野
/mw
ごフ

と
意
晃
が
付
い
た
(
〈
D
〉
二
・
九
表
・
下
)
。
自
分
の
子
供
の
肉
を

口
に
入
れ
そ
の
妹
を
誤
か
れ
て
も
屈
し
な
い
、
陳
述
の
窓
義



の
篤
さ
が
故
事
の
重
点
で
あ
る
が
可
中
学
生
に
読
ま
せ
る
に
は
残
酷

だ
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑬
明
出
入
記
』
「
謬
生
見
機
」
(
拐
焔
文
『
純
正
蒙
求
』
処
郷
隣
賓
客
、

一
児
玉
設
醗
)
の
全
文
は
次
の
通
り
。

漢
楚
一
児
玉
敬
礼
申
公
等
、
穆
生
不
鳴
語
、
常
為
設
盤
。
及
成
王

即
位
、
常
設
後
忘
設
薦
。
穆
生
退
臼
、
醸
酒
不
設
、
王
之
意
怠
、

不
宏
、
楚
人
将
鉛
我
於
市
。
遂
謝
病
去
。

…
児
玉
は
酒
を
飲
ま
な
い
穆
一
生
の
た
め
に
、
あ
ま
ざ
け
を
い
つ
も
用

意
し
て
い
た
が
、
成
王
(
戊
支
の
誤
り
)
の
代
に
な
る
と
穆
生
達
を

軽
ん
じ
て
用
意
を
怠
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
教
材
に
は
「
此
諾
意

味
ナ
シ
」
と
い
う
意
見
が
付
い
た
(
〈
D
〉
一
・
十
八
裏
・
下
)
。
下

部
の
付
議
で
あ
り
、
訂
正
版
で
削
賂
は
さ
れ
て
い
な
い
。

⑫
『
宋
史
』
「
曹
彬
愛
物
」
(
例
制
宗
局
明
人
譜
類
詑
h

巻
下
、
記
饗

啓
鐙
虫
)
の
全
文
は
次
の
通
り
。

留
彬
性
不
審
殺
。
所
居
室
壊
、
子
孫
誇
修
葺
。
公
日
、
持
方
大

冬
、
摘
控
瓦
芯
之
問
問
、
皆
吉
虫
所
襲
、
不
可
傷
其
生
。
其
存
心

愛
物
如
此
。

欝
彬
が
冬
眠
状
態
の
虫
を
気
遣
っ
て
家
を
壊
さ
な
い
と
い
う
逸
話

で
あ
る
が
、
「
馬
鹿
気
タ
ル
話
ナ
リ
(
辻
橋
・
磯
野
・
登
作
印
ご
と

見
な
さ
れ
た
の
向
じ
付
議
に
は
朱
の

0
・
農
の
ム
が
あ
る
(
〈
D
〉

'
十
六
表
・

⑫
中
井
積
徳
「
雑
説
一
ご
に
は
「
虎
ノ
食
人
性
也
ト
イ
ブ
コ
ト
不

穏
(
登
作
・
辻
播
印
ご
と
あ
り
公
B
〉
中
・
二
十
八
表
・
下
)
、

本
文
「
虎
之
食
入
、
性
也
」
に
朱
の
傍
点
が
あ
る
。
虎
が
人
間
仰
を
食

べ
る
こ
と
は
本
性
で
あ
る
と
い
う
表
現
が
不
適
切
と
さ
れ
た
。
蔀
述

の
②
で
辻
、
家
族
を
皆
殺
し
に
す
る
と
い
う
箆
所
が
っ
不
穏
』
と
さ

れ
た
が
、
こ
こ
も
向
様
に
表
現
が
問
題
じ
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

努
篠
婿
弼
「
食
河
豚
説
」
(
月
性
縄
問
今
世
名
家
文
紗
h

巻
二
)

に
誌
、
「
食
持
勝
一
広
一
五
ノ
数
語
不
器
(
辻
一
一
構
印
ご
と
い
う
意
見
に
加

え
(
〈
B
〉
中
・
三
十
二
表
・
下
〉
、
本
文
の
「
強
食
河
勝
、
市
終
生

無
慈
、
或
能
抵
結
積
之
癌
疾
」
じ
朱
の
傍
点
が
あ
る
。
海
路
を
食
べ

る
と
購
気
が
治
り
、
生
援
元
気
で
い
ら
れ
る
と
い
う
額
所
が
事
実
と

し

て

合

わ

な

い

と

判

断

し

た

の

で

あ

ろ

う

か

。

ノ

多
大
槻
山
中
ボ
「
成
構
奇
競
い
(
明
近
古
史
談
匂
巻
三
、
徳
麓
第
一
一
一
上
)
。

米
穀
商
の
八
部
兵
犠
が
大
小
二
撞
類
の
析
を
摘
出
い
わ
け
て
お
い
万
の
震

を
得
て
い
た
。
厳
格
な
成
瀬
正
成
(
態
人
)
が
領
主
と
な
り
ー
八
郎

は

大

い

し

た

。

そ

こ

で

成

識

は

次

の

用

(84) 

不
必
追
究
告
。

売
以
大
斗
、

陽

拡
大
き
な
耕
で
、
緊
う
特
に



析
を
使
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
探
を
償
う
よ
う
に
と
一
言
い
渡
す
。
そ
の

結
果
、
安
く
米
が
手
に
入
る
と
評
判
を
呼
び
、
八
郎
{
終
結
は
前
よ
り

も
財
を
な
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
「
撰
以
小
斗
売

以
大
斗
ノ
コ
ト
亦
正
ニ
ア
ラ
ズ
(
辻
矯
印
ど
と
い
う
意
見
が
付
け

ら
れ
た
(
〈
B
〉
上
・
八
裳
・
下
)
。
し
か
し
、
こ
の
欝
所
こ
そ
が
こ

の
誌
の
肝
心
な
所
で
も
あ
り
、
や
は
り
修
正
は
さ
れ
な
か
っ
た
の

(
五
)
教
材
化
の
際
の
問
題

@
同
州
千
仰

J
M
倹
戒
奮
」
(
司
渉
史
偶
純
平
h

巻
五
、
徳
川
氏
紀
上
)

に
は
、
「
本
挙
前
半
ハ
家
康
ノ
倹
徳
ブ
娯
シ
後
半
ハ
家
康
ノ
失
挙
ヲ

誼
次
ノ
忠
誠
ス
ル
コ
ト
ナ
レ
パ
前
後
不
類
(
辻
橋
印
)
」
、
「
本
文
ハ

節
略
ノ
過
チ
ナ
キ
カ
(
坂
田
印
ご
と
い
う
意
見
が
付
け
ら
れ
た
(
い

ず
れ
も
〈
お
〉
ト
了
日
襲
・
下
)
。

こ
の
教
材
は
、
「
将
軍
麦
飯
」
と
「
安
藤
直
次
放
鰹
魚
」
と
い
う

二
つ
の
別
の
文
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
前
半
は
家
康
が
食
事
を
節

約
し
て
箪
需
に
配
慮
す
る
と
い
う
逸
話
で
あ
り
、
後
半
は
不
要
な
鰹

を
飼
う
家
康
を
諌
め
る
誌
で
あ
る
。
省
略
箆
所
が
あ
る
の
で
は
な
く
、

別
の
話
を
一
緒
に
扱
っ
た
た
め
に
、
不
自
然
さ
が
生
じ
て
修
正
意
克

が
付
け
ら
れ
た
の
し
か
し
教
材
の
入
れ
替
え
は
な
い
。

⑫
司
宋
史
』
「
蘇
母
祷
母
」
(
朱
裏
『
宋
名
庄
一
一
一
一
回
行
録
』
後
集
巻
九
)

に
は
、
「
初
メ
ニ
蘇
紙
生
十
年
云
々
ト
ア
ル
ニ
蕊
ニ
公
侍
側
云
云
ト

ア
ル
ハ
ニ
不
倫
ナ
リ
(
辻
橋
印
)
」
と
あ
る
(
〈
D
〉
一
・
七
裏
・

。
ニ
の
教
材
試

そ
れ
は
「
公
μ

か
ら
な
い
た
め

設
か
っ
た
。

で
始
ま
る
出
典
を

の
ま
ま
で
あ
る

t

と
設
を
指
す
か
分

、
文
中
の
「
公
」
学
a

は
改
め
て
い

て
十
年
で
あ
る
の
に
「
公
い
と
呼
ぶ
に
は
内
不

訂
正
版
で
は
「
公
」
が
「
戦
い
/
に
修
正
さ
れ

の
誤
り
か
)
「
之
翰
軽
観
」
(
沈
括
占
夢
渓

)
の
全
文
は
次
の
通
り
。

宋
孫
之
翰
、
与
一
授
、
鑓
銭
一
一
一
千
賞
。
孫
自
、
税
侭
異
、
/

部
如
此
之
錨
告
。
日
、
硯
以
お
潤
為
襲
、
此
十
初
治
時
之
、
期
水

流
。
孫
日
、
一
日
可
得
一
指
水
、
才
恵
三
銭
、
翼
紘
何
回
用
、
μ

業

不
受
。

、

、

、

、

こ
れ
に
は

2
別
ニ
ハ
与
フ
ト
云
ヒ
後
ニ
ハ
費
フ
ト
云
フ
甚
タ
紛
ハ

ママ

シ
又
宗
孫
之
翰
ノ
議
後
文
ニ
続
ケ
ズ
向
指
恵
(
設
作
・
辻
補
?
磯

野
印
ご
と
あ
る
(
〈
D
V
一
了
二
十
五
一
義
一
・
上
v
j

「いね
J

「
皆
同
い
の

筒
一
昨
は
『
夢
援
筆
談
』
の
ま
ま
で
あ
る
。
つ
な
が
り
が
惑
い
と
い
う

冒
頭
の
「
宋
議
之
翰
」
も
『
夢
渓
筆
談
h

に
m

「
孫
之
総
』
よ
あ
る
の

に
従
い
、
分
か
ち
ゃ
す
く
す
る
た
め
に
「
宋
」
一
字
を
被
今
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
だ
が
、
上
部
の
付
議
の
た
め
、
何
ら
か
の
移
廷
が
あ
っ
た

可
能
性
が
高
い
。

傘
立
墨
田
』

(85) 

(
李
議
『
蒙
求
』
瑳
靖
二
妙
引
の
金
支



は
次
の
通
り
。

晋
衛
議
字
伯
玉
、
武
帯
時
拝
尚
書
一
令
、
加
侍
中
。
性
厳
整
、
以

法
御
下
。
礎
学
問
深
博
、
明
習
文
芸
。
与
尚
警
部
索
靖
、
倶
善

草
書
、
時
間
可
一
台
一
一
妙
。
漢
末
張
芝
亦
善
草
書
、
論
者
拙
閥
、
獲

得
伯
英
筋
、
靖
得
倍
英
肉
。

修
正
意
見
は
、
「
文
章
ノ
不
完
全
ナ
ル
ガ
タ
メ
張
芝
ト
他
ト
ノ
関

係
ヲ
知
ル
ニ
由
ナ
シ
(
磯
野
・
登
作
印
)
」
と
あ
る
(
〈
D
〉
一
一
了
二

十
一
一
裏
・
下
)
。
後
半
に
蔚
突
に
伯
英
と
い
う
名
が
出
て
く
る
の
で

不
完
全
と
見
な
し
た
。
こ
れ
は
、
「
儒
弼
ハ
弼
詔
ノ
字
ナ
リ
ノ
匂
ヲ

脱
ス
ル
ニ
似
タ
リ
(
辻
犠
印
)
」
と
他
の
意
見
に
あ
る
よ
う
に
(
向

上
)
、
出
典
に
あ
っ
た
「
佑
英
芝
字
塩
」
を
省
略
し
た
せ
い
で
あ
る
令

し
か
し
下
部
の
付
議
で
あ
り
、
修
正
は
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の

四

削
除
さ
れ
た
教
材

以
上
の
教
材
の
う
ち
、
妻
子
を
顧
み
ず
、
親
戚
や
知
人
に
矯
し
み

な
く
施
し
を
す
る
と
い
う
⑨
の
「
懐
慎
倹
素
」
の
み
が
、
訂
正
版
で

は
多
識
編
「
社
約
節
倹
」
(
明
宋
名
毘
一
一
一
一
口
行
録
』
巻
七
)
に
変
重
さ
れ

た
(
〈
D
訂
〉
上
)
。
上
部
の
付
議
で
あ
る
た
め
、
同
じ
倹
約
に
関
わ

る
主
題
の
教
材
と
入
れ
欝
え
る
こ
と
で
修
正
を
行
っ
た
っ

今
関
扱
っ
た

mm種
の
教
科
警
の
初
版
と
訂
正
版
を
比
較
す
る
と
、

〈
日
〉
ヒ
に
採
録
さ
れ
て
い
た
林
鶴
梁
「
情
丹
他
」
(
『
鱗
梁
文
紗
知

巻
問
問
、
紀
月
前
事
)
が
〈
B
訂
〉
で
は
部
験
さ
れ
た
Q

V

ノ
地
の
教
紗

と
の
入
れ
替
え
は
な
い
。
現
時
点
で
泣
付
護
を
確
認
で
き
て
い
な
い

が
、
修
正
意
見
に
従
っ
て
制
除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
令
ノ
そ
の
理
由
を

内

容

面

か

ら

検

討

し

て

み

る

つ

も

ノ

伊
勢
の
摺
侶
丹
佑
は
、
絵
の
註
文
を
受
け
る
持
法
必
ず
先
に
値
段

の
交
渉
か
ら
入
る
た
め
批
難
を
受
け
て
い
た
が
、
意
に
介
さ
会
か
っ

た
っ
あ
る
有
名
な
芸
者
が
、
い
く
ら
で
も
払
う
と
…
一
一
一
口
っ
て
詑
交
を
し
1

月
伯
を
呼
び
つ
け
た
。
月
前
、
が
絵
を
仕
上
げ
て
赴
く
と
、
ち
ぎ
っ
ど

宴
会
の
さ
な
か
で
あ
っ
た
。
芸
者
法
問
片
的
加
を
中
に
入
れ
て
疲
ら
せ
る

と

、

そ

つ

け

て

次

の

よ

う

に

言

い

放

つ

。

嘘
売
画
入
、
不
足
議
実
。

進
立
乎
檎
人
中
。

雄
不
穫
雅
輔
、

日、

報
を
税・



し
た
よ
う
な
場
面
は
あ
ま
り
教
育
的
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
だ
ろ
う

g

こ
こ
に
削
除
さ
れ
た
鰐
由
が
あ
る
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

検
定
制
度
開
始
前
の
教
科
議
調
査
の
結
果
を
示
す
前
述
の
司
抑
制
査

済
教
科
書
表
』
と
、
今
回
の
判
断
基
準
と
を
比
べ
る
と
、
削
除
さ
れ

た
教
材
の
性
質
に
違
い
が
あ
る
。
『
調
査
済
教
科
書
表
』
で
問
題
視

さ
れ
た
教
科
書
に
は
、
革
命
・
恋
愛
・
復
讐
の
記
述
が
含
む
教
材
、
が

含
ま
れ
て
い
た
。
十
年
代
は
一
社
会
秩
序
の
安
定
、
が
求
め
ら
れ
、
教
科

(9} 

響
調
査
も
思
想
統
制
の
側
部
が
強
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
と
比

べ
て
、
今
期
の
付
議
に
記
さ
れ
た
不
適
切
な
事
項
や
、
削
除
さ
れ
た

「
懐
慎
倹
素
」
「
憎
月
他
」
の
問
題
は
思
想
統
制
と
い
う
よ
り
も
、
学

生
に
と
っ
て
適
切
か
ど
う
か
と
い
う
基
準
か
ら
料
顕
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
検
定
制
度
が
始
ま
っ
て
、
教
科
全
般
に
関
わ
る
思
想
的

な
問
題
の
綿
査
か
ら
、
教
科
と
し
て
の
漢
文
独
自
の
内
容
で
あ
る
漢

字
や
制
点
の
ま
し
さ
や
、
教
材
の
選
択
等
に
基
準
の
霊
点
、
が
移
っ
た

こ
と
-
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

小
論
で
は
、
検
定
制
度
初
期
の
教
科
書
調
査
状
況
に
つ
い
て
、
文

部
省
の
担
当
者
が
修
正
意
見
を
記
し
て
教
科
書
に
結
っ
た
付
護
の
内

容
を
も
と
に
考
察
を
加
え
た
。
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
教

科
書
の
上
部
に
貼
ら
れ
た
付
護
の
内
容
は
訂
正
版
に
ほ
ぼ
反
映
さ
れ

た
付
護
に
よ
る

の
ま
ま
で
も
検
定
清
と
な
っ
た
。

平
に
関
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

制

点

に

関

す

偲

当

者

自

身

が

参

考

態

度

と

い

う

扱

い

ι

し
て
お
号
、
強
く
修
正
を
求
め
て
い
な
か
っ
た
。
後
の
鱗
資
状
況
と

比
べ
て
、
ニ
ニ
に
検
定
制
度
初
期
の
特
識
が
あ
る
。

問
題
の
あ
っ
た
教
材
は
、
(
一
)
教
育
上
不
適
切
な
内
容
を
含
む

教
材
、
(
二
)
外
腐
の
縄
蔑
的
呼
称
を
含
む
教
材
、
(
一
三
事
実
誤
認

の
館
所
を
含
む
教
材
、
(
悶
)
作
品
の
質
や
そ
の
他
の
問
題
を
含
む

教
材
、
(
近
)
教
材
化
の
擦
の
問
題
と
、
便
宜
上
五
種
類
に
分
け
て

整
理
を
試
み
た
。
教
科
欝
編
集
に
つ
い
て
は
ま
だ
模
索
中
で
、
教
則

も
唆
妹
で
あ
っ
た
明
治
二
十
年
代
後
半
の
教
科
書
に
貼
ら
れ
た
付
議

で
は
、
内
容
に
関
す
る
修
正
意
見
が
さ
ら
に
多
く
確
認
で
き
る
。
し

か
し
、
時
代
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
教
則
が
詳
細
に
な
り
、
選
択
ノ
す
べ

き
教
材
が
明
躍
に
な
っ
た
こ
と
も
関
わ
っ
て
、
教
材
の
内
容
に
つ
い

て
の
修
正
意
見
、
が
減
号
、
誤
{
予
脱
字
・
訓
点
・
語
釈
な
ど
、
客
観
的

な
事
項
に
関
す
る
意
晃
へ
と
集
中
し
て
い
く
こ
と
に
在
る
。

検
定
制
変
初
期
は
号
制
査
済
教
科
書
表
』
と
比
べ
て
、
思
想
統
制

と
し
て
の
作
用
法
弱
い
と
述
べ
た
が
、
実
は
そ
の
額
向
は
検
定
制
度

が
整
儲
さ
れ
る
と
と
も
に
一
一
層
強
ま
っ
て
い
く
と
い
う
克
通
し
を
立

て
て
い
る
0

1

て
明
治
三
十
年
以
緯
の
付
護
の
状
況
を
整
理

て
い
た
。
逆
に
も
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し
、
明
治
事
大
正
期
に
お
け
る
検
定
制
度
と
教
科
書
調
査
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
、
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

注(
1
)
上
記
の
内
容
は
主
に
中
村
紀
久
二
『
検
定
済
教
科
用
図
書
表
解

題
』
(
教
科
書
研
究
資
料
文
献
、
芳
文
関
復
刻
、
一
九
八
五
年
十
二

月
)
等
を
参
考
に
し
た
。

(
2
)
付
護
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
主
に
次
の
文
献
を
参
考
に
し
た
a

間閥

次
太
郎
「
検
定
制
度
の
成
立
と
算
街
教
科
書
」
司
佐
賀
大
学
教
育
学

部
研
究
論
文
集
』
第
二
十
四
集
(
立
、
佐
賀
大
学
教
育
学
部
、
一
九

七
六
年
八
月
。
中
村
前
掲
詑

(
l
)
、
間
『
教
科
書
の
社
会
史
i

明

治
維
新
か
ら
敗
戦
ま
で
b

岩
波
書
践
、
一
九
九
二
年
六
月
。
竹
間
進

吾
①
「
問
中
義
駿
一
編
『
改
刻
呂
本
史
略
』
へ
の
文
部
省
付
護
」
町
東
北

大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
研
究
年
報
』
第
百
十
一
一
築
、
東
北
大
学

大
学
院
教
育
学
研
究
科
、
二

O
O閉
年
三
月
。
向
②
「
近
代
日
本
に

お
け
る
文
部
省
の
小
学
校
燦
史
教
科
醤
統
制
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

i

「
調
査
済
教
科
議
表
期
」
か
ら
検
定
期
初
期
の
分
析
i
」
『
東
北
大

学
大
学
院
教
青
学
研
究
科
研
究
年
報
h

第
五
十
四
築
、
東
北
大
学
大

学
続
教
青
学
研
究
科
、
二

O
O六
年
六
月
。

(3)
浅
井
昭
治
①
「
出
制
中
等
学
校
の
漢
文
教
材
と
方
谷
・
中
洲
の
詩

文
」
叫
一
一
一
島
中
洲
研
究
b

一
一
時
、
二
松
学
舎
大
学
幻
世
紀
C
O
E
プ
ロ

グ
ラ
ム
事
務
局
、
二

O
O七
年
三
月
。
問
問
②
「
(
増
結
改
稿
}
旧
制
判
中

等
学
校
に
お
け
る
漢
文
教
科
書
と
山
出
方
谷
と
一
一

司
一
一
松
学
舎
と
日
本
近
代
の
漢
学
』
二
松
学
舎
大
学
幻
世
紀
C
O
E
プ

ロ
グ
ラ
ム
事
務
詩
、
一
一

C
O九
年
三
月
。

(
4
)
拙
稿
「
明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
漢
文
教
科
書
と
検
定
制
度
」
『
中

出
向
近
現
代
文
化
研
究
』
一

O
号
、
中
愚
近
現
代
文
化
蹄
究
会
、
二

0

0
九
年
三
月
。

(
5
)
泣
橋
秀
雄
'
磯
野
第
三
部
は
、
霞
次
前
掲
注

(2)
の
一
七
一
一
一
頁
に
、

邸
中
登
作
は
竹
田
前
掲
控

(
2
)
①
の
一
一
一
九
二
頁
に
略
壁
や
在
任
期

間
が
記
さ
れ
て
い
る
。
坂
田
信
蔵
は
、
明
職
員
録
(
申
)
』
(
明
治
二

十
年
十
二
月
三
十
日
現
寂
)
以
鋒
に
文
部
省
一
編
集
局
第
一
一
一
課
壌
と
し

て
名
前
が
克
え
る
。
『
職
員
録
(
申
ど
は
、
国
立
公
文
書
館
所
職
明

治
・
大
正
・
昭
和
宮
員
録
・
職
員
録
集
成
(
日
本
関
霧
セ
ン
タ
ー
、

一
九
九
り
年
一
月
)
所
収
の
も
の
を
使
用
し
た
。

(
6
)

料
用
問
欝
表
』
は
、
明
検
定
済
教
科
用
問
書
表
h

八
時

設
斜
文
献
第
三
i
九
葉
、
芳
文
閥
復
刻
、
一
九
八
五

九
八
六
年
二
月
)
を
使
用
し
た
。

七
二
!
一
七
三
貰
。
竹
間
以
前
掲
詑

(88) 

ミ号

五
五
一
員
。

述
べ
た
。

(
付
記
〕
本
構
諸
口
頭
発
表



(
中
印
刷
文
化
学
会
丹
例
会
、
青
山
学
院
大
学
、
一
一

O
O九
年
十
二
月

十
二
日
)
の
内
容
を
加
筆
・
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
二
松
学
金
大
学
非
常
勤
務
部
V

(89) 


